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表  題 GX Works2 Ver.1.32J以降における構造化ラダーのコンパイルチェック強化 

適用機種 
三菱統合FAソフトウェアMELSOFTシリーズ 

GX Works2 

 

三菱電機株式会社 名古屋製作所    〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 

 

三菱統合FAソフトウェアMELSOFTシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

GX Works2 Ver.1.32J以降における，構造化ラダープログラムのコンパイルチェック強化について，ご連絡い

たします。 

 

1. コンパイルチェック強化について 

GX Works2 Ver.1.32Jでは，構造化プロジェクトの構造化ラダープログラムにおいて，コンパイルチェック

を強化しています。このため，GX Works2 Ver.1.32Jより前のバージョンで作成した，構造化ラダープログ

ラムを使用している構造化プロジェクトを，GX Works2 Ver.1.32J以降でコンパイルすると，コンパイルエ

ラー(エラーコード:C2025エラー)が発生する場合があります。 

コンパイルエラーとなった箇所については，「3．処置方法」にしたがってプログラムを変更していただく

ようお願いいたします。 
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2. コンパイルチェック強化の内容 

データ型の異なる応用関数を組み合わせて使用した場合に，コンパイルエラーとなるようにチェックを強化

しました。下図のように条件1～条件3が全て成立しているプログラムをコンパイルすると，コンパイルエ

ラーとなります。 

 

 

 
コンパイルエラーとなるプログラム例 

 

 

条件1：引数，EN/ENOを持つANY型出力の応用関数を使用している。(該当する関数を以下に示します。) 
 

No. 関数名 No. 関数名 No. 関数名 No. 関数名 No. 関数名 

1 ABS_E 6 COS_E 11 LIMITATION_E 16 MUL_E 21 SUB_E 

2 ACOS_E 7 DINT_TO_BCD_E 12 MAXIMUM_E 17 NOT_E 22 TAN_E 

3 ADD_E 8 DIV_E 13 MINIMUM_E 18 OR_E 23 XOR_E 

4 ASIN_E 9 EXP_E 14 MOD_E 19 SIN_E   

5 ATAN_E 10 EXPT_E 15 MOVE_E 20 STR_TO_BCD_E   

 

条件2：条件１の出力を分岐している。 
 

条件3：条件１の出力データ型と分岐先に接続している関数(条件３)の入力データ型が異なる。 

 

上記のプログラムの場合，条件1の｢MOVE_E｣関数の入力データ型は「ダブルワード[符号付き]」型

なので，条件1の出力データ型は入力データ型と同じ「ダブルワード[符号付き]」型となります。

条件3の｢INT_TO_REAL｣関数の入力データ型は「ワード[符号付き]」なので，データ型が異なりま

す。 
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3. 処置方法 
 

条件1の出力データ型と条件3の入力データ型が一致するように変更してください。 

 

変更例：条件3の｢INT_TO_REAL｣関数を｢DINT_TO_REAL｣（「ダブルワード[符号付き]」型）関数へ変更しま

す。 

 

 

 
コンパイルエラーとなるプログラム例 

 
 

  
 

 

 
変更後のプログラム例 

 
 

 

 


